
5稲尾岳の貝類相

(1)はじめに

稲尾岳は大隅半島の南に位置し，内之浦町･m代町佐多町の3町にまたいでいる。標高950m,

西には木場岳(890m),北東方向には荒西山(834m)･甫与志岳(966m)･国見山(887m)などと連山を

なし，肝付山地を形成している。

(2)調査

今同は1996年(平成8年)8月7～9口の3日間，稲尾岳を中心に調査を行った。

8月7口午後，田代町盤山から入山。朽ち木の下にコベソマイマイ，タブキギセル，落ち葉の

下からはヤマタニシ，ヤマクルマが採れた。

8月8日，哺乳類両生類･野鳥の調査班に同行し，8時30分車で宿舎出発,9時45分稲尾岳登

山uに到着。9時50分活動開始。昨夜の雨で程よい湿り気があり採集には好適であった。朽ち木

の下からアズキガイ，アラナミギセル，ナミハダギセル，カドヒメベッコウを採集した。稲尾

神社付近では樹幹に這っているキュウシュウゴマガイ，ヒゼンオトメマイマイ，コベソマイマイ

が採れた。また，体長12cmほと．もあるヤマナメクジを見つけ写真に収めた。

81］9n，田代町東大原の川でカワニナを採取。IⅡ代町花瀬のマス釣り場でカワニナ，付近の

山林でツクシマイマイ，ヒゼンオトメマイマイ，キュウシュウゴマガイを見つけた。また，田代

町1打風谷の山林ではツクシマイマイ，キュウシュウゴマガイ，タブキギセルを採取した。

(3)

①

②

稲尾岳産陸貝

ヤマタニシ科 蕊
ヤマタニシCyclophorusherklotsiMartens,1860

分布：本州(関東以西)，四国，九州

県本土ではと・こでも採集できる。

離島では種子島,屋久島口永良部島，

口之島,甑島まで分布を広げている。

…

ヤマクルマ科

ヤマクルマSpirostomajaponicumjaponicum(A.Adams,1867)

篝
分布：本州(関東以西)，四国，九州

県本土ではヤマタニシ同様落ち葉の

下にいくらでもいる。離島では甑島に

分布している。

ヤマタニシ

…③アズキガイ科
ヤマクルマ

アズキガイPupinella(Pupinopsis)rufa(Sowerby,1864)

分布：本州(長野県以西)，四国，九州，対馬

県本土では前2種同様落ち葉の下にいる
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④

ごく普通の貝である。離島では種子島，

屋久島口永良部島口之島,中之島に

生息している。

敷設窪

ゴマガイ科
アズキガイ

キユウシユウゴマガイDiplommatina(Sinica)tanegashimaekyushuensis

Pilsbry&Hirase,1904

分布：山口県四国，九州

本県で筆者は開聞町・枚聞神社，山川町

山川，霧島町梅木，吾平町・吾平山陵で

採集している。

､熟篭
2山

;〆『･

曾上鄙舎［

キュウシュウゴマガイ
⑤キセルガイ科

アラナミギセルTranniphaedusa(Trannophaedusa)oxycyma(Pilsbry,1902)

分布：九州(大分県宮崎県,鹿児島県）

本県では霧島町・霧島神宮，枇榔島

（志布志湾)，高山町,吾平町,根占町，

佐多町で採集されている。

⑥ナミハダギセルMesophaedusacymatodes(Pilsbry,1905)

模式産地：田代町

分布：九州南部(宮崎県鹿児島県）

本県では霧島町･霧島神宮,川辺町

で採集されている。

アラナミギセル

蕊蕊謹

謎 鍵

ナミハダギセル

タブキギセルMesophaedusatabukiiKuroda&Minato,1985

模式産地：高山町・国見山

分布：大隅半島(これまでに国見山のほか，甫与志岳，高隈山，田代町盤山，稲

尾岳で採集されており，大隅半島南部の特産種である｡）

本種はMesophaedusa(Mesophaedusa)tabukiiKuroda(MS)とし

て日本非海産貝類目録(黒田徳米,1963)に登載されてていたが，1985年V

e-nus第44巻第2号で黒田徳米,湊宏の共著で新種記載がなされた。和名

の「タブキ」種名の"tabukii"は故楠木忠志氏(元鹿児島師範学校教諭）

に献名されたもの。
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ギユリキギセルPhaedusa(Breviphaedusa)addisoni(Pilsbry,1901)

” "
⑦ナメクジ科

ヤマナメクジMeghimatiumfruhstorferi(Collinge,1901)

分布：本州，四国，九州，対馬

離島では下甑島，竹島，黒島，口永良部島，

口之島中之島,奄美大島徳之島に生息し

ている。

ギュリキギセル

_誌

ヤマナメクジ
⑧ベッコゥマイマイ科

力ドヒメベッコウLuchuconus(?)acuta(Pilsbry&Hirase,1905)

模式産地：日置郡.市来町

分布:九州全域(対馬を含む）

県本土では模式産地のほか，今回の調査

で確認した稲尾岳以外に記録がない極め

て希産種である。

力ドヒメベッコウ

⑨ナンバンマイマイ科

コベソマイマイSatsuma(Satsuma)myomphalamyomphala(Martens,1865)

分布：本州(関東西部以西)，四国，九州(対馬をふくむ）

県本土では全域に生息しているが， 窪｡:ざぶ戸:いぞゞ表：→：ざ:､‘
t‘『､､炉"~-.‐：2，J"~愚,.,-- -其ｰｰ]J

1.善一曾,『喜一．碁『~--.上‘』-'--A‐:r,:､-,

離島では下甑島での記録があるの尋:汪麓ゞ月…‘戸垂ゞ￥
みである。ゴー簔竜垂

■J響
コベソマイマイ

⑩オナジマイマイ科

ヒゼンオトメマイマイTrishoplitacollinsonihizenensisPilsbry&Hirase,1903

分布：九州全域

県本土では稲尾岳と田代町花瀬で今回採集している。
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ツクシマイマイEuhadraherklotsiherklotsi(Martens,1860)

分布：本州(中国)，四国，九州(対馬，五島を含む）

県本土では全域に分布しているが，

離島では甑島,種子島に分布して

いる八

…韓ゴ

ツクシマイマイ

鍵

(4)分布域から見た稲尾岳産の陸貝

稲尾岳には鹿児島県本土側南部を代表する陸貝相が見られる。本州,四国,九州と広い分布域を

もつものにヤマタニシ，ヤマクルマ，アズキガイ，キュウシュウゴマガイ，ヤマナメクジ，コベ

ソマイマイ，ツクシマイマイなどがあり全体の53.8％を占めている。ヤマタニシ，ヤマクルマ，

アズキガイは山林に入ればどこでも見つけることができる。ツクシマイマイは九州を代表する大

型のカタツムリである。九州南部に分布域をもつものにはアラナミギセル，ナミハダギセル，タ

ブキギセル，力ドヒメベッコウ，ヒゼンオトメマイマイなど全体の38.5％を占めている。タブキ

ギセルは前記のように，模式産地は高山町･国見山であり分布も大隅半島に限られている。ナミ

ハダギセルは模式産地が田代町で分布は宮崎県と鹿児島県南部に局限されている。アラナミギセ

ルの模式産地は鹿児島市で，分布はナミハダギセルと同様である。力ドヒメベッコウの模式産地

は日置郡市来町で，分布は対馬，大分県，薩摩半島となっている。ヒゼンオトメマイマイの分布

は五島列島となっており他地域からの報告はない。ギユリキギセルの模式産地は鹿児島で，大分

県，熊本県宮崎県など九州を主産地とするが大阪府や静岡県清水市からの報告もある。九州南

部に分布域をもつ上記5種の中，ヒゼンオトメマイマイ以外の4種は最初に鹿児島県で発見され

たものである。
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6大隅半島の甲殻類相

(1)はじめに

今回の調査地区である大隅半島は，南東側の海岸線に沿って流れる黒潮の影響により亜熱帯，

もしくは熱帯的様相を示している。これは，枇榔島の植生や佐多町沿岸の造礁サンゴなどに代表

きれる。近年まで本地区においては陸上植物や昆虫の分布調査は比較的よく行われているが，陸

水産甲殻類研究においては残念ながら空白地帯であった。ところが，1990年代になって本地区を

対象とした研究が多く輩出され，その概要とともに陸水産甲殻類相からみた大隅半島の特徴が明

らかにされた。

本報告では，大隅地区における陸水産甲殻類の地理的分布の概要を明らかにすることよりも，

稲尾岳山系を主たる調査地域とし，ここより流れ出る複数の河川における陸水産甲殻類の流程分

布を明確にすることを目的とした。さらに，その流程分布を規定する要因も検討した。

(2)調査方法

稲尾岳山系に源を発する雄川および一ツ谷川を調査河川とした。調査は1996年8月8－9日に

雄川全域を，同年10月28-29日に一ツ谷川および雄川の支流を調査した。雄川では3地点(T○一

1～TO-3)においてトラップ（市販の小型エビ網）あるいはトラップとタモ網による採集を

行い，4地点(NO-1～NO-4)においてタモ網もしくは叉手網による採集を行い,3地点

(HO-1～HO－3)で手取りによる採集を行った（図-1)。一ツ谷川では,2地点(TH-

剛淺夛売室

卜

雄川

NO-2q

HO－ユ

NO－3一
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図－1雄川および一シ谷川における調査地点
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1～TH-2)でトラップ（市販のちょうちん網）および叉手網による採集を行い,3地点(H

H－1～HH-3)で手取りもしくは手取りと叉手網による採集を行った。

トラップの餌には魚肉を用い，トラップは夕方設置し一晩おいたあと翌朝回収した。タモ網及

び叉手網は，網の上流約1mのところから足等で川床を攪乱して採集した。これをl地点で約10

回行った。手取りによる採集は，石や倒木の陰などを中心に1回に1時間前後行った。

また，補助的に船間川と肝属川支流の渓流部で，サワガニ類の調査を目的として，手取りによ

る採集を行った。

(3)調査地点の概要

TO-1およびTH-1は雄川と一ツ谷川の河I｣に近い下流域にあたるが，その景観はかなり

異なっている（写真－1，2）。両地点とも川床は砂泥底が主であるが，雄川のTO-1は川II'5

も広く，流れも緩やかで典型的な下流域の様相を示している。しかし，一ツ谷川のTH-1は川

幅も狭く，砂泥底の川床には転石や巨岩が点在し一見中流の様相を呈する。これは川の規模と平

地の大きさなど，地形の違いに起因すると考えられる（図2）。
ざ』￥
惑轆

ツ谷川河口域(TH-1)の景観写真－21雄川河口域(TO-1)の景観写真
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写真
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写真 5

3雄川中流域(TO 2）の景観 写真－4雄川中流域(TO

ヅ谷川

HH－3

HH－2

TH－2

TH－1

HH－1

D

1 2 3 4

ii'lllからのMIiWIt(km)

図－3－ツ谷川の勾配断面

5

3)の景観

6

ツ谷川中流域(TH-2)の景観 写真 6雄|||河口域にみられるタテジマフジツポ
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TO-2およびTO-3は標高200～300mのところにあり，中流域の様相を示し，川幅も狭く

なり，早瀬もみられる（写真－3，4）。ただ,TO-2の下流側には灌概用の小型のダムが造

られており，比較的深い淵が形成されている。また,TO-3にはコンクリート護岸も施されて

いる。一方,TH-2はTO-2やTO-3よりも低い（標高約100m)ところにあるが（図一

3），その景観はむしろ上流域的である（写真－5）。巨岩や大きな転石があり，瀬から淵への流

れ込みは落差があり，小さな滝のようになる。これは図－2および図－3より分かるように，一

ツ谷川の流れの勾配が雄川のそれよりも急傾斜になっているためと思われる。

NO-1は雄川の河口に設定した。ここは汽水域にあたり海水の影響を強く受け，護岸や岩の

表面にはタテジマフジツボが多数着生している（写真-6)｡NO-2およびびNO-3は標高

100～200mの範囲にあり，その景観は中流域のTO-3に似ている。しかし，集落の近くに位置

するため，治水灌概の施設が造られており，3面コンクリートや小さな堰堤がそこここに見受け

られる（写真-7)｡NO-4およびHO-1～HO-3は標高300～500mの比較的高い地域に

あり，その景観は1蛇行区間に多くの瀬と淵がある渓流域の様相を示している（写真－8）。一

方,HH-1～HH-3は50～400mの標高にあるが,HO地点と同じく渓流域の様相を示して

いる。特に，河口からlkmで標高も50mたらずのところにあるHH-1が渓流の様相を示すのは，

前述したように一ツ谷川が急勾配の流域をもつためと考えられる。

蛉勇可

…

写真－7雄川中流域(NO-3)の堰堤 写真－8雄川上流域(NO-4)の景観

(4)調査結果

今回の調査で採集された陸水産甲殻類は，4科6属9種で（表-1),コエビ類のほとんどは

一ツ谷川でのみ採集され，雄川では河口の1点(TO-1)においてのみ採集された。

河口から下流域(TO-1およびTH-1)に出現する甲殻類の種は比較的豊富で，ヌマエビ

(口絵参照)，スジエビ（口絵参照)，ミナミテナガエビ，ヒラテテナガエビ，モクズガニの5種

が出現した。すべての種が鹿児島でふつうにみられる種であった。ヌマエビ，スジエビ，ミナミ

テナガエビの3種は，渓流の様相を示しながらも河口から1kmの距離にあるHH-1にも出現し

た。一方，ヒラテテナガエビは河口域から中・上流域までの広い流域に分布していた。また，ヤ

マトヌマエビはヒラテテナガエビとともに上流域の様相を示すTH-2に出現した。

一ツ谷川の急勾配とそこにおけるコエビ類の分布状況を考慮すると，一ツ谷川よりも勾配が緩

やかな雄川の中・上流域(NO-1～NO-4,TO-2およびTO-3)において，淡水産．
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表－1出現種および出現地点

種名 出現地点

ヌマエビ科Atyidae
ヌマエビParatvacompressacompressa TH-1,HH-1

TH-2ヤマトヌマエビ

テナガエビ科Pala(

Caridinaiaponica

Palaemonidae

スジエビ Palaemonpaucidens

１ＨＨ

１
Ｌ
２

－
一
一

Ｈ
Ｈ
Ｈ

Ｈ
Ｔ
Ｔ

Ｌ
Ｌ
Ｌ

－
一
一

Ｈ
Ｏ
Ｈ

Ｔ
Ｔ
Ｔ

ミナミテナガエビ

ヒラテテナガエビ

イワガニ科Grapsidae

Macrobrachiumformosense

Macrobrachiumiaponicum

モクズガニ Eriocheiriaponicus TO-1,TH-l

HH-1イワガニ科の一種

サワガニ科Potamidae

サワガニ Geothelphusadehaani HO-1,HO-2,HO-3,TH-2,HH-1,

HH-2,HH-3,補助地点

HO-1,HO-3,NO-4,TH-2,HH-2,

HH-3,補助地点

ミカゲサワガニ thelphusexlRua

エビ類が今回まったく採集されなかったことは奇異に感じられる。ほとんどの淡水産コエビ類は

両側回遊種で，その子どもは海で発育し，一般に勾配が緩やかな河川においては中・上流域まで

遡上することができる。しかし滝やダム，大型の堰堤などが河川の途中にあるとこれらの構築物

が遡上の際の障壁となる。この障壁を越える能力は種によって異なり，場合によってはコエビ類

がまったく乗り越えられないこともある。このように治水灌概施設が淡水産コエビ類の流程分布

に影響することは十分考えられる。

また，外洋に面する一ツ谷川は南の島々からのコエビ類の子どもの供給を雄川より多く受けて

いることも考えられる。以上のように河川におけるコエビ類の流程分布は，河川の形態，人間に

よる影響，および注ぎ込む海の性状などによって変化すると考えられる。

サワガニ類2種は中・上流域に出現した。川岸あるいは渓流域の石の下，ときには巣穴を掘っ

て生息していた。多くの地点でサワガニとミカゲサワガニは混生していたが，サワガニが湿り気

のある地域や道路側溝などでも採集されたのに対し，ミカゲサワガニのほとんどは水の中でのみ

採集された。これは，両種の水に対する依存性の違いによるものと考えられる。この点について

は今後調査する必要があろう。また，前述した色彩のことなるサワガニは今までどの河川・流域

でも混生することがなかった。しかし，今回鹿屋市の下祓川（肝属川の支流）において少数では

あったが赤色型と青色型が混生していた。この地域は両色彩型の生態を研究する上で重要な地点

と考えられる。

イワガニ科の一種がサワガニとともにHH-1に出現した。形態は海岸域に普通にみられるフ

タバカクガニに類似していたが若干の差異が認められた。今後形態学的研究が必要と思われる。

(5)まとめ

今回の調査では4科6属9種の陸水産甲殻類が出現した。雄川と一ツ谷川の陸水産甲殻類相が若

干異なることも示唆された。また，渓流部ではサワガニとミカゲサワガニが混生し，今回初めて

色彩の異なるサワガニの混生する地域が確認された。
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7大隅半島南部の昆虫相

(1)大隅半島南部の昆虫類（1996年8月）

①はじめに

1996年8月7日～9日の3日間，大隅半島の南部において昆虫類の調査を行ったのでここに報

告する。今回は特に調査記録の少ない木場岳を中心に行なったが，ここも伐採されつつあるとこ

ろもあり，早期に調査をしておく必要性を感じた。調査の対象はチヨウ，ガ，トンボ，セミ，甲

虫などで，夜間には灯火採集を実施した。調査の結果については下記の通りであるが，海浜性の

ハンミョウ類は過去記録のある所など数箇所注意して探したにもかかわらず発見できなかった。

謝辞：調査にあたり桑山健一氏ら（8月7日～8日）の協力を得ることができた。紙面を借りて

御礼申し上げる。

②日程およびコース

a、8月7日（水）：木場岳周辺昆虫類調査，根占町松ケ迫にて夜間灯火採集

県立博物館出発(8:30)→桜島フェリー→根占町宿泊所着・調査打ち合せ他(10:40～11:30)

→木場岳林道～登山口（調査）→宿泊所着(18:30)･夕食→夜間灯火採集・根占町松ケ迫(20:

00～22:00)

b.8月8日（木):大隅半島東海岸部昆虫類調査，根占町木場岳林道にて夜間灯火採集

根占町宿泊所出発(8:35）→東海岸調査（境谷橋→大浦→杉山谷橋→打詰→辺塚）

(10:00～15:20)→宿泊所着(16:30)・夕食→夜間灯火採集・木場岳林道伐採地(19:00～22:00)

c、8月9日（金）：大隅半島南部における海浜性ハンミョウ類調査

宿泊所出発(8:45)→海岸の砂浜でハンミヨウ類調査（根占町宮田→佐多町島泊→佐多町田

尻→佐多町大泊→佐多町間泊→佐多町浜尻→大根占町烏浜)(9:00～14:00）→博物館着(17:00）

③調査者

福田晴夫，桑山健一，桑山渡羽早（中2），桑山さやか（小4），田原隆成（中2)，江平憲治

④調査結果

以下採集または目撃した種について列記するが，8月7日（根占町松ケ迫:Aとする),8月

8日（木場岳林道:Bとする）に夜間灯火採集で得たものについては，種名（採集地，個体数）

として記すことにする。なお夜間灯火採集は全員（および昆虫以外の調査班のメンバーも参加）

で行なったので採集者名は省略する。セミの目撃記録とは鳴き声による確認記録である。

a・トンボ目

(a)ヤマイトトンボ科

キュウシュウトゲオトンボ；稲尾岳(7.viii,13,酒匂猛）

(b)カワトンボ科

ニシカワトンボ；田代町木場岳林道(7.viii,13,桑山),田代町木場岳林道～登山口

にある川(7.viii,中齢幼虫1頭，江平）

ハグロトンボ；内之浦町大浦（8.m,13，桑山）

(c)サナエトンボ科

ヤマサナエ；田代町木場岳林道～登山口にある川(7.viii,中齢幼虫3頭，江平）

ダビドサナエ；田代町木場岳林道～登山口にある川（7．伽，終齢幼虫4頭，中齢幼虫
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虫7頭，江平)，佐多町杉山谷橋付近(8.viii,終齢幼虫1頭，江平）

チビサナエ；佐多町杉山谷橋付近（8．m，羽化したばかりの未熟な1部，桑山）

(8.viii,中齢幼虫3頭，江平）

タイワンウチワヤンマ；佐多町島泊（9．m，目撃，福田）

(d)オニヤンマ科

オニヤンマ；田代町木場岳林道（7．伽，1早，桑山)，田代町木場岳林道～登山口にあ

る川（7．Ⅷ，中齢幼虫3頭，江平)，内之浦町大浦（8．伽，1部目鑿，江平）

ミナミヤンマ；佐多町杉山谷橋付近（8．伽，1早目鑿，江平）

(e)ヤンマ科

ミルンヤンマ；田代町木場岳林道～登山口にある川(7.vin,中齢幼虫2頭，江平）

コシボソヤンマ；田代町大藤川瀬戸口橋付近(7.viii,中齢幼虫1頭，江平）

(f)ヤマトンボ科

タカネトンボ；田代町木場岳登山口(7.m,13,桑山),田代町木場岳林道(7.viii,

1頭目鑿，江平）

(g)トンボ科

シオカラトンボ；内之浦町大浦（8．耐，1部，桑山）（8．伽，13，江平)，佐多町

島泊（9．m，目撃，福田）

ナツアカネ；田代町木場岳登山口(7.vin,1旱，江平),田代町木場岳林道(7.viii,

232早，福田）（7．伽，132旱，江平)，内之浦町大浦（8．m，13，桑山）

（8．伽，13，江平）

マユタテアカネ；田代町木場岳林道（7．伽，1芋，福田）（7．Ⅷ’2部4芋，桑山）

（7．伽，131早，江平)，内之浦町大浦(8.vin,13,桑山）

ネキトンボ；田代町木場岳登山口（7．Ⅵi,1早，江平）

ハネビロトンボ；佐多町島泊(9.viii,目撃，福田）

ウスバキトンボ；各地で多数目撃

b・チョウ目（チョウ類）

(a)セセリチョウ科

アオバセセリ；内之浦町橋（8．伽，少数目撃，福田）

イチモンジセセリ；内之浦町大浦（8．m，13，他にも普通に目撃，福田)，内之浦町

杉山谷橋（8．伽，少数目撃，福田）

(b)アゲハチョウ科

ジヤコウアケハ；木場岳林道，登山口（7．伽，少数目鑿，福田)，内之浦町橋(8.viii,

普通に目撃，福田）

アオスジアケハ；木場岳林道(7.viii,少数目鑿，福田),内之浦町大浦(8.vin,少数

目撃，福田）

モンキアゲハ；木場岳登山口（7．伽，少数目撃，福田)，内之浦町大浦（8．伽，少数

目撃，福田)，内之浦町境谷橋(8.viii,少数目撃，福田）

クロアゲハ；木場岳林道(7.viii,少数目撃，福田),内之浦町橋(8.viii,普通に目撃，

福田）

(c)シロチョウ科
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キチョウ；木場岳林道（7．m，少数目撃，福田)，内之浦町大浦（8．棚，13,福田)，

内之浦町境谷橋（8．m，少数目撃，福田）

ツマグロキチョウ；木場岳林道入口(7.viii,少数目撃，福田）

ツマベニチヨウ；内之浦町大浦(8.viii,少数目撃，福田）

(d)シジミチョウ科

ヤマトシジミ；木場岳林道入口(7.viii,少数目撃，福田),内之浦町大浦(8.vin,13,

他にも普通に目撃，福田）

(e)マダラチョウ科

アサギマダラ；木場岳林道（7．伽，少数目撃，福田）

(f)タテハチョウ科

ツマグロヒヨウモン;木場岳登山口（7．Ⅵii,少数目撃，福田）

アカタテハ；佐多町打詰（8．伽，少数目撃，福田）

アオタテハモドキ；内之浦町大浦（8．曲，232早，1頭目撃，福田)(8.viii,13

2早，桑山）

※水田(早期栽培，稲刈りのあと)にて採集。本年は県内各地で多数発生した。

タテハモドキ；佐多町辺塚（8．m，2頭，桑山）

スミナガシ；木場岳林道入口（7．m，少数目撃，福田)(7.viii,2頭，桑山）

(g)ジヤノメチョウ科

ヒメウラナミジヤノメ；木場岳林道(7.viii,13,福田),内之浦町大浦(8.viii,少

数目撃，福田）

コジヤノメ；木場岳林道（7．伽，少数目鑿，福田)，木場岳登山口(7.viii,少数目撃，

福田）

c・チョウ目（ガ類）

(a)メイガ科

クロヘリキノメイガ(B,J頭),トビヘリキノメイガ(B,2頭),モンキクロノメイ

ガ(B,8頭),フタスジツヅリガ(B,1頭）

(b)シャクガ科

ハスオビトガリシヤク(B,1頭),ウスアオシャク(B,131f),ビロードナミシャ

ク（7．伽，1頭，木場岳にて昼に採集，福田)，ツマグロエダシャク(B,1頭),クロ

フシロエダシャク(B,2頭),ハラゲエダシャク(B,1頭),ミスジツマキエダシャク

(B,2頭）

(c)スズメガ科

クルマスズメ(B,6")

(d)ヒトリガ科；スジベニコケガ(B,1頭）

(e)ヤガ科

フタスジヨトウ（B，？)，マエグロシラオビアカガネヨ､トウ(B,、2頭),オオシマカ

ラスヨトウ(B,1頭),ノコメセダカヨトウ(B,1頭),マダラツマキリヨトウ(B,

5頭），ミドリリンガ(B,4頭),イチジクキンウワバ(B,1頭),オオウンモンク

チバ(B,1頭),モンムラサキクチバ(B,1頭),オオトモエ(B,4頭),ハガタクチ

バ(B,1早),ナカジロシタバ(B,2頭),シャクドウクチバ(B,1頭),フジロアツ
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（(B,29頭),ニセフジロアツバ(B,3頭),オオシラホシアツバ(B,131早),シ

ロテンムラサキアツバ(B,1頭),オオアカマエアツバ(B,5頭）

d・カメムシ目

(a)ツチカメムシ科

上メツチカメムシ;(B,1頭）

(b)カメムシ科

チヤバネアオカメムシ;(B,1頭）

(c)オオホシカメムシ科

ヒメホシカメムシ;(B,1頭）

オオホシカメムシ;(B,1頭）

(d)セミ科

ニイニイゼミ；木場岳林道～登山口(7.viii,少数目撃，福田),内之浦町大浦(8.viii,

普通に目撃，福田)，佐多町打詰（8．vviii,少数目撃，福田),佐多町馬込出口(9.

viii,目撃，福田),(B,132早）

クマゼミ；根占町根占(8.viii,多数目撃，福田),根占町宮田(9.vin,目撃，福田）

佐多町島泊（9．伽，普通に目撃，福田)，佐多町田尻(9.viii,普通に目撃，福田）

佐多町大泊(9.viii,目撃，福田),佐多町間泊(9.viii,目撃，福田),佐多町馬込

出口（9．伽，目撃，福田）

アブラゼミ；木場岳林道～登山口（7．Ⅷ，少数目撃，福田)，内之浦町大浦(8.viii,

普通に目撃，福田)，佐多町打詰（8．m，少数目撃，福田)，佐多町島泊ダム（9．

伽，少数目撃，福田)，佐多町馬込出口（9．血目撃，福田）

ヒメハルゼミ；木場岳林道～登山口(7.viii,少数目撃，福田）

ヒグラシ;(B,2早）

ミンミンゼミ；木場岳断崖の森(7.vii,少数目撃，福田）

ツクツクポウシ；木場岳林道～登山口(7.viii,少数目撃，福田),内之浦町大浦(8.

m，普通に目撃，損田)，佐多町打詰（8．m，少数目撃，福田）

クロイワツクツク；佐多町島泊(9.viii,少数目撃，福田),佐多町田尻(9.vii,少数

目撃，福田）

e・コウチュウ目

(a)オサムシ科

アトボシアオゴミムシ;(B,2頭）

(b)シデムシ科

クロシデムシ;(B,1頭）

オオモモブトシデムシ;(A,1旱)(B,534早）

(c)ケンゴロウ科

ヒメゲンゴロウ；田代町大藤川瀬戸口橋付近（7．m，1頭，江平）

(d)クワガタムシ科

ミヤマクワガタ;(B,13)

ノコギリクワガ夕;(A,1f),佐多町辺塚(8.vin,2&江平),(B,134旱）

コクワガタ;(B,131旱）
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(B, 33）

クワカミキリ；木場岳林道（7．Ⅷ’2頭，江平)，木場岳（8

f・バッタ目

(a)バッタ科

マダラバッタ；佐多町打詰(8.viii,1&福田）

フキバッタsp･;木場岳(7.vii,2早，福田）

ハネナガヒシバッタ；佐多町打詰（8－伽，1頭，福田）

(b)キリギリス科

へリグロツユムシ；木場岳（7．伽，131旱，福田）

(c)マダラゴキブリ科

サツマゴキブリ；内之浦町大浦(8.vin,1頭，桑山）

g.ハチ目

(a)スズメバチ科

キイロスズメバチ；内之浦町大浦（8．Ⅷ’1頭，福田）

viii,3頭，桑山）
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(b)ジガバチ科

ルリジガバチ；内之浦町大浦(8.viii,1頭，桑山）

(c)コシブトハナバチ科

クマバチ；内之浦町大浦(8.vin,1頭，福田）

(2)大隅半島南部のトンボ類（1996年10月）

①はじめに

1996年10月10日～12日の3日間，大隅半島の南部においてトンボ類を中心に調査を行ったので

ここに報告する。今回の調査は10月であったため，成虫ではアカネ類が多く，特にナツアカネが

広く各地に分布し個体数も多かった。また，内之浦町姫門ではミヤマアカネが多く,10月中旬と

いうのにまだ羽化間もない個体が多数飛び立つようすが見られた。河川ではトンボの幼虫の採集

を行ない分布等を調べた。

謝辞：調査にあたり笹原節男氏に同行いただき協力していただいた。紙面を借りて御礼申し上げ

る。

②日程及びコース

10月10日（天候：晴れ）佐多町（伊座敷→島泊→佐多岬→若荷の迫）

11日（天候：曇り）佐多町（辺塚）→内之浦町（岸良→姫門）→高山町(花牟礼）

12日（天候：曇り時々雨）高山町（本城→川上→岩屋）→内之浦町（姫門）

③調査者

笹原節男江平憲治

④調査結果

a・トンボ目

(a)イトトンポ科

コフキヒメイトトンボ

内之浦町姫門（11～12.x,普通に目撃，笹原，江平）

リュウキュウベニイトトンボ

内之浦町姫門（11～12.x,普通に目撃，笹原，江平）

アオモンイトトンボ

佐多町若荷の迫(10.x,1早，江平）

内之浦町姫門（11～12．X,普通に目撃，笹原，江平）

高山町花牟礼池(11.x,多数目撃，笹原，江平）

クロイトトンボ

内之浦町姫門（11～12.x,少数目撃，笹原，江平）

(b)モノサシトンボ科

モノサシトンポ

内之浦町姫門（11～12.x,普通に目撃，笹原，江平）

(c)カワトンポ科

ハグロトンボ

高山町本城(12.x,普通に目撃，笹原，江平）

高山町川上(12.x,普通に目撃，江平）
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X,中齢幼虫2頭，江平）

.X,中齢幼虫1頭，若齢幼虫3頭，笹原，江平）

X,終齢幼虫2頭，中齢幼虫2頭，笹原，江平）

X,終齢幼虫1頭，中齢幼虫6頭，笹原，江平）

X,中齢幼虫2頭，笹原，江平）

X9中齢幼虫1頭，江平）

.X9終齢幼虫3頭，中齢幼虫14頭，笹原，江平）

Xp中齢幼虫2頭，笹原，江平）

X,中齢幼虫1頭，江平）

X9終齢幼虫2頭，中齢幼虫2頭，笹原，江平）

X,中齢幼虫4頭，笹原，江平）

X,中齢幼虫6頭，笹原，江平）

X,中齢幼虫1頭，笹原）

X,中齢幼虫1頭，笹原）

X,終齢幼虫1頭目撃，江平）

X,中齢幼虫1頭，笹原）

X9中齢幼虫1頭，江平）

.X9中齢幼虫3頭，江平）

X9終齢幼虫1頭，中齢幼虫4頭，笹原，江平）

X,中齢幼虫1頭，笹原）

X,中齢幼虫1頭，江平）

X,〃目撃，江平）

X,終齢幼虫2頭，中齢幼虫7頭，笹原，江平）
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(h)

高山町川上(12.x,中齢幼虫4頭，笹原，江平）

トンボ科

シオカラトンボ

佐多町若荷の迫(10.x,131字，江平）

オオシオカラトンボ

佐多町若荷の迫(10.x,331字，江平）

コフキトンポ

高山町花牟礼(11.x,23目撃，江平）

シヨウジョウトンボ

佐多町若荷の迫(10.x,23,江平）

タイリクアカネ

佐多町若荷の迫(10.x,13,他に1頭目撃，江平）

ナツアカネ

佐多町伊座敷西方(10.x,普通に目撃，笹原）

佐多町島泊(10.x,23,江平）

佐多町佐多岬(10.x,10頭位目撃，笹原，江平）

佐多町若荷の迫(10.x,13,笹原，江平）

佐多町洞ケ原(10.x,普通に目撃，笹原，江平）

佐多町上之原(11.x,普通に目撃，笹原，江平）

内之浦町岸良(11.x,普通に目撃，江平）

内之浦町姫門（11～12.x,普通に目撃，笹原，江平）

高山町本城(12.x,普通に目撃，笹原，江平）

高山町川上（12．X,普通に目撃，笹原，江平）

マユタテアカネ

佐多町伊座敷(10.x,131f,江平）

佐多町若荷の迫(10.x,多数目撃，ただし芋が多い，笹原，江平）

内之浦町姫門（11～12.x,普通に目撃，江平）

高山町本城(12.x,普通に目撃，笹原，江平）

高山町川上(12.x,普通に目撃，江平）

ヒメアカネ

内之浦町姫門(11.x,普通に目撃，江平）

ミヤマアカネ

内之浦町姫門(11～12．X,多数目撃，羽化したばかりの未成熟個体も多い，笹原，江平）

コノシメトンボ

佐多町若荷の迫(10.x,1早，笹原）

内之浦町姫門(12.x,1早目鑿，江平）

アメイロトンボ

高山町花牟礼(11.x,13目撃，笹原，江平）

ウスバキトンボ

各地で多数目撃，佐多岬の海岸付近では特に多かった。（執筆者：江平憲治）
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8稲尾岳周辺の両堆・爬虫類相

(1)両生綱

①有尾目（サンショウウオ目）

大隅に生息する有尾目には，ベッコウサンショウウオ，プチサンショウウオ，ニホンイモリの

3種がある。今回の稲尾岳周辺の調査では，そのうち，プチサンシヨウウオ，ニホンイモリの2

種が確認された。

aプチサンショウウオ（サンショウウオ科）

分布域が広く，形態・色彩・斑紋には変異が多い。典型的な個体では，背面は紫がかった黒

褐色の地に銀灰色の斑紋が不規則に点在する。

普通，標高300～700mの丘陵地に多い。稲尾岳の調査では，林道から5分程の標高630m地

，｢.Iから，標高860mの「川の源」まで，ほとんどの沢で幼生を確認した。また花瀬地区の標高4

50mの地点でも幼生をl個体確認した。稲尾岳に限らず，周辺の山地に広く生息するものと思

われる。

残念ながら，今回の調査では成体を確認できなかったが，稲尾岳の個体群については，大分

県の佐藤真一氏によって，他地域との著しい形態の違いが指摘され，現在，京都大学の松井正

文氏らが，他地域の個体群との比較研究を行なっている。

bニホンイモリ（イモリ科）

日本の有尾目の中で最も一般的な種であろう。毒々しいまでの赤い腹部が特徴で，「あかは

ら」という地方名もある。ニホンイモリは通常標高の低い田圃や溜め池，湿地などに生息する

が，8月の調査で，稲尾岳山頂付近，標高約

900mの地点で雌の成体1匹を目撃した。周辺

にはニホンイモリが好みそうな止水の水場は

なく200mほど離れたところに細い沢があるだ

けであった。この個体が，この沢で発生したも

のか，より高度の低いところから移動してき

たものかはわからないが，成体になっても水

中で生活することの多いニホンイモリとして

は，かなり特異な生息環境といえる。

標高300mの低地（磐山地区）の溜め池でも
ニホンイモリ

雌の成体を1個体確認。聞き取り調査では最

近は昔よ')少なくなったものの，毎年相当数目にするとのことであった。

②無尾目（カエル目）

今回の調査では，二ホンヒキガエル，二ホンアマガエル，二ホンアカガエル，タゴガエル，ツ

チガエル，ヌマガエル，シュレーゲルアオガエルの7種を確認した。ヤマアカガエル，カジカガ

エルについては生息していると考えられるが，確認はできなかった。

a日本ヒキガエル（ヒキガエル科）

本種には，「ドンコビッ」という鹿児島地方独特の地方名があるが，この語感に表れている

ように，一般にあまりいい印象はもたれていないようである。体長は6～15cmと大型で，他の

・：x；‘：：嘆塞：，
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カエル類と比べて跳躍力が弱く，動作が鈍い。それを補うかのように，後頭部に一対の耳腺が

発達しており，毒液を分泌する。天敵に出会うと，腰を高く持ち上げて頭を下げるという独特

の防御姿勢をとる。

棲息地の高度の幅は広く，海岸近くから,1900mの高地にまで及ぶ。稲尾岳でも，平地だけ

でなく，標高800mの山中で成体が1個体目撃された。二ホンアカガエル等と比べて変態サイ

ズが小さく，死亡率が高いのか，個体数はそれほど多くないようである。

bニホンアマガエル（アマガエル科）

本種は緑色をした小型のカエルで，日本のカエルの中で最も親しまれている種類であろう。

一見よく似たアオガエル科のシュレーゲルアオガエルとは，鼻孔から鼓膜にかけて黒い筋模様

があることで外見から区別できる。また捕獲して腹面を見ると，本種には前足の付け根を結ぶ

線に皮層のしわがある。

花瀬地区，磐山地区における夜間調査では，道路，側溝，街灯の下，自動販売機の上などで

も多数見られた。自動販売機の光に集まってきたガの仲間を捕食している個体も見られた。シユ

レーゲルアオガエルよりも人里近くにすみ，目につきやすいせいもあるのだろうが，個体数は

かなり多いという印象を受けた。

cニホンアカガエル（アカガエル科）

平地に普通に見られる体のスマートなカエルで，体色はかなり変化があるが，ふううは赤褐

色をしているためアカガエルと呼ばれる。本土産のカエルの中では最も早く，早春に水田に産

卵する。アカガエル類中最も吻部が長く，とがっている。近縁のヤマアカガエルとは，目の後

方からのびて体側を走る一対の隆起（背側線）が，上面から見ても側面から見てもほとんど曲

がらないことで区別できる。

稲尾岳周辺においては，山地では同じアカガエル科のタゴガエルが多いのに対して，平地～

丘陵地では本種が最も多い。タゴガエルの採集最低標高は530m,本種の採集最高標高は450m

であり，両種の混生は見られなかった。両種はかなりはっきりとすみわけているように思われ

I
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る。

8月の夜間調査では道路上に相当数の幼体

が出現しており，特に雨の後などは車の走行

を妨げるほど集中している場所もあった。10月

26日の夜間調査でも,15度という低い気温にも

かかわず，道路横の草むらを俳個中の個体を

目撃した。

dヤマアカガエル（アカガエル科）

本種は，二ホンアカガエルによく似ているが，

少し大きく，吻部が丸みを帯びる。背側線は上

…幕'､息…･鴫ず､盆:〕;良酵§･ゞ 蕊議識譲謡

二ホンアカガエル
面から見ても側面から見ても折れ曲がり，カー

ブを描く。本来なら，丘陵地でニホンアカガエルと混生し，山地でも一部タゴガエルと混生す

るが，稲尾岳周辺では全く観察されなかった。そのため，前述のとおり二ホンアカガエルとタ

ゴガエルの分布の違いが際立ったのであろう。

本種は北海道を除く日本全国に分布している種であり，大隅半島でももちろん記録がある。

生息が確認されなかったのは調査地域が限られていたためであろうが，少なくとも稲尾岳周辺
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では，生息していても個体数はかなり少ないものと思われる。

eタゴガエル（アカガエル科）

ヤマアカガエルと混同されるが，本種は小型で，頭部が扁平で幅広い。また，上唇と下顎に

黒褐色の斑点が分布し，腹面から見ると下顎全体がかなり黒っぽく見え，この点で本邦産の他

のアカガエル類とは容易に区別がつく。山地の小さな渓流近くの森林に生息し，本州では2000

,級の高地にまで分布する。

九州では11月頃から繁殖し，地中の伏流水等に産卵する。卵は大きく，幼生は卵黄の栄養分

だけで変態することができる。幼生の餌となる藻類の少ない小さな渓流に適応した例として非

常に興味深い。

稲尾岳では標高530mの地点から，山頂直下標高900mの地点まで，いたる所で目撃した。同

山中では他のアカガエル類は発見されず，山中で捕獲・観察した小型のカエルは全てタゴガエ

ルであった。全ての調査で成体・幼体共に確認され，個体数はかなり多いようである。

fツチガエル（アカガエル科）

本種は俗に“イボガエル”と呼ばれるとおり，背中から四肢にかけて大小のイボ状隆起に覆

われている。体色はまさしく土色で，体表のイポとあいまって見事な保護色になっている。

本土産のカエル類の多くは，秋までに変態して成体で越冬するが，本種では幼生で越冬する

ことが知られている。また成体が越冬する場合も，他のカエル類が水辺の土の中で越冬するの

に対して，幼生と共に水中の泥の中で越冬することが多い。

稲尾岳周辺では，二ホンアカガエルと同じく平地で見られたが，磐山地区の溜め池周辺や，

雄川の川原など，水辺に限られ，林の中や藪等に棲むニホンアカガエルとは住み分けが見られ

る。

gヌマガエル（アカガエル科）

本種は東南アジアに広く分布するが，日本本土では暖地にしか見られない。背中にはイポ状

の隆起があるが，ツチガエル程ではなく，腹が白いことでツチガエルとは容易に区別できる。

背中線に白い筋模様の表れる個体と，これを欠く個体の2つのタイプがあ葱り，出現率は地域に

よって異なる。

稲尾岳周辺ではあまり多くは見られなかった。花瀬公園近くの田圃で観察した個体は，背中

線に筋模様のあるタイプであった。

hシュレーゲルアオガエル（アオガエル科）

雄は色彩がニホンアマガエルに似ているため，しばしば混同されるが，鼻孔から鼓膜にかけ

ての黒い筋模様がないこと，背面に暗色の斑紋を持たないことなどで区別できる。雌は体が5

~6cmと大・きく，体色もやや暗い緑色のため，混同されることは少ない。

低地から山地まで広く生育するが，稲尾岳鰯止r申雪割ま確認できなかった。8月の夜間調査に

おいて，磐山地区の公園（標高約250m)の脇の草むらで数個体を目撃した。また，その周辺

の舗装道路上でも雌雄1個体ずつを目撃した。二ホンアマガエルが目につきやすい所に多数出

現していたのに対して，本種は舗装道路の2個体を除いて，見付けるのが困難であった。個体

数はそれほど多くないと思われる。
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(2)爬虫綱

①カメ目

大隅で確認されている陸水系のカメ類は，ヌマガメ科のクサガメ，イシガメ，スッポン科のニ

ホンスッポンの3種である。稲尾岳周辺では，生息の確認はできず，聞き取り調査でも現在は見

られないとの回答がほとんどであった。目撃情報もあったが，種の特定はできなかった。さらな

る調査が必要である。

②有鱗目（トカゲ亜目）

大隅で確認されているトカゲ類は，ヤモリ科のニホンヤモリ，アガマ科のニホントカゲ，カナ

ヘビ科のニホンカナヘビの3種である。

aニホンヤモリ（ヤモリ科）

本種は人家にもすみつく馴染みの深い爬虫類で，一部の地域では，ヤモリ＝「家守」として

大切にしている。ハエや力，ゴキブリなどの住居害虫を餌にしているのだから，確かに家の守

り神としての役割は果たしているのかもしれない。

全長は10～12cmで，体色は灰褐色であるが，環境の明暗に応じて濃淡が変化する。背面には

不規則な暗色斑紋をそなえるが，変異が多い。四肢の各指の裏側には細かな吸盤が無数に密生

し，天井やガラス窓を自由に走り回ることができる。

現地調査では，生きた個体を確認することはできなかったが，聞き取り調査によれば，古い

家では夜，天井などで時々見かけるとの事であった。

九州南部には，本種の1タイプとして，主に野外の森林などにすむ別系統と思われる個体群

が知られており，稲尾岳周辺でもさらに調査が必要である。

bニホントカゲ（アガマ科）

国後島から大隅諸島まで，ほぼ日本全土に分布し，人家の庭先にもすむ普通のトカゲ。体は

円筒形で太く，体色は成体では一様に茶褐色の金属光沢となりク胴側部に幅広い黒色の筋模様

がある。幼体では黒地に黄白色の5本の筋模様があり尾は鮮やかな青色をしている。

内之牧林道の脇で日光浴をしている成体を2個体目撃。また，稲尾岳上部の「川の源」付近

で，尾に青色の残る亜成体をl個体目撃した。確認できたのはこの3個体のみであった。

cニホンカナヘビ（カナヘビ科）

本種は，ニホントカゲと比べて体が細く，スマートな印象を受ける。尾は非常に長くて，全

長の3分の2におよぶ。体表の鱗は光沢がなく，がさついている。背面は地味な褐色で，雄で

は体側に黒い縦条がある。ニホントカゲと共

に全国に分布し，平地から低山地の草原・や

ぶなどにすむ。人家の庭先でもよく目にする。

内之牧林道周辺では，ニホントカゲと同所的

に混生していた。8月の調査では林道脇の林

床と林道沿いの石の上で成体をl個体ずつ目

撃し，11月の調査では，同じく内之牧林道沿い

の草むらで幼体を捕獲した。一般のニホンカ

ナヘビの幼体と比べて体色はかなり赤味が強

く，後肢には赤褐色の地に黒い斑紋があった。

今後詳しく調べてみたい種類である。
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③有鱗目（ヘビ亜目）

今回の現地調査および，聞き取り調査によって確認されたヘビ目は以下の5種であったが，記

録としてはこれらに加えてジムグリ，シロマダラがある。またタカチホヘビも生息の可能性はあ

る。

aシマヘビ（ナミヘビ科）

日本ではアオダイショウ，ヤマカガシと共に最もよく知られたヘビである。全長1～1.5mの

中型で，体色は黄褐色の地色に明瞭な4本の黒い筋模様が入るためシマヘビと呼ばれる。鹿児

島地方には，体色が完全に黒化した通称“カラスヘビ”もみられる。平地から低山にすみ，気

性は荒く，カエル，トカケ等の小動物を餌とする。

8月l旧に佐多町の林道で成体を1個体目撃した。また，11月10日に稲尾岳登山口近くの内

之牧林道で，車にひかれたものと思われる死後間もない死体を1個体目撃した。全長66.5cm,

頭胴長51.5cm,体重約509の中型の個体であった。

bアオダイショウ（ナミヘビ科）

本種は本邦産ヘビ類の最大種で，全長3mに達する。体色は青味がかったオリーブ褐色で，

不明瞭な暗褐色の縦条がある。平地から低山地の耕地・堤などにすみ，人家や倉庫などにもす

みつくヘビとして，一般にも馴染みが深い。

8月の夜間調査において，花瀬地区の舗装道路上で車にひかれた死体を1個体目撃した。全

長70cmほどの小型の個体であった。

cヒバカリ（ナミヘビ科）

全長50cm前後と小型で，体は細長<,華箸な感じがする。性質も極めておとなしく，捕まえ

てポケットに入れると，丸くなってじっとしている。日本産のヘビの中で，最も好感の持てる

優雅なヘビである。体色は，背面が茶褐色，腹面は黄色地に暗色の小斑点がある。頚部には斜

行する黄色の筋模様があり，腹面の模様と共に本種の識別点となっている。

8月8日の夜間調査で，雨の中，舗装道路を横断中の本種を発見し，捕獲した。濡れた道路

に多数出現したアカガエルの幼体を捕食しようとしていたのかもしれない。活動期のため，捕

獲時にはかなり抵抗したが，体温が,L弛良いのか，胸ポケットに入れるとおとなしくなった。

翌日写真を撮り，計測をして，捕獲した場所の近くに放した。全長53cmの成体であった。

dヤマカガシ（ナミヘビ科）

本種は日本ではごく普通のヘビである。胴はやや太く，体色は赤～黄褐色の地色に黒色の斑

点があるものが一般的だが，体色には変異が多い。毒牙は持たず毒蛇とは呼べないかもしれな

いが，特殊なケースとして非常に深く噛まれた場合，上顎の奥歯から，耳下腺でつくられる出

血性の有毒液が注入され，体質によっては出血が止まらないので注意が必要である。

今回の調査では生息を確認できなかったがァ聞き鞭り調査によると，農地の周辺には昔ほど

ではないが，まだ普通に生息しているということであった。

eニホンマムシ（クサリヘビ科）

日本全土に分布する唯一の真の毒蛇で，全長45～77cmと小型ながら，毒性は強い。致命率は

現在では1%以下と低いが油断はできない。頭部は長三角形で頚部のくびれは明瞭である。

胴はやや太くて短く，尾は短くて急にくびれる。胴には特徴的な銭形の斑紋があり，林床や藪

などで静止していると保護色となって見分けにくいため注意が必要である。

11月9日に行った夜間調査では，花瀬地区の道路工事現場の脇で成体を1個体確認すること

－134－



ができた。気温が低かったため動きは鈍かったが，撮影をしようとして接近すると，体を折り

曲げて威嚇姿勢をとった。本種には体色が茶褐色のタイプと，まれに赤みを帯びるタイプ（い

わゆる“赤まむし”）があるが，確認した個体は茶褐色のタイプであった。また，周辺の聞き

取り調査では，農家の人でさえ1年にl～2回見る程度だという。個体数の減少が心配される。

(執筆者：小溝克己）

二ホンマムシ
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g稲尾岳で観察した鳥類

(1)調査方法

現地調査は2回行った。第1回目の調査は1996年8月8日に，第2回目の調査は1996年11月9

日から翌10日わたってそれぞれ行った。調査の場所は雄川水系花瀬から稲尾岳山頂にかけての範

囲である。花瀬では定点観察のみによる記録をした。そこから稲尾岳北側登山道入り口までは往

復，自動車で移動し移動中に観察した鳥類を記録した。稲尾岳山頂付近では北側登山道入り口で

定点観察および所崎香織氏の協力をいただき，標識調査を行い捕獲個体の計測，標識放鳥を行っ

た。また登山道では北側登山口から山頂付近までロードサイドカウント法を行い，目識および鳴

き声により識別した種を記録した。以下にその記録を示すものである。

(2)結果

今回の2回の調査で観察した鳥類は7目21科38種におよぶ。そのうちすべてが調査回数のかな

り多い高隈山系の記録にみられる。過去の資料（鹿児島大学野鳥研究会資料，堀浩明氏私信，

鹿児島の野鳥／1987）の烏種と重複している。今回観察した鳥類を稲尾岳の鳥類リストとして表

1にまとめた。また標識放鳥した烏類はアカハラ，アオジの2種類2羽で，その計測結果は同2種

のinhandで撮影した写真を貼布して表2に記した。

但し，表1中には今回調査中には観察できなかったが同地域の爬虫類・両生類を調査した小溝

克己氏の前記日程以外に観察した種も含み，これには別途※印を付与して記載している。

(3)摘要

鹿児島県はその範囲に多くの島喚を含み，また2つの大きな半島によって地理的に分断されて

いる。そのため鳥類については分布，繁殖，動向に関する資料が少なく不明な点が多い。大隅半

島，特に南大隅についてはサシバの渡りで有名な佐多岬での観察記録は比較的多いものの，他の

地域では記録そのものが少ないように感じる。

今回の調査で観察記録した鳥類38種のうち留鳥または漂鳥として1年中観察することができる

と考えられるものはゴイサギ，ツミ，コジュケイ，ヤマドリ，イソシギ，カワセミ，アオゲラ，

コゲラ，キセキレイ，サンショウクイ，ヒヨドリ，モズ，カワガラス，ミソサザイ，ウグイス，

シジュウカラ，ヤマガラ，エナガ，メジロ，ホオジロ，カワラヒワ，スズメ，カケス，ハシブト

ガラスなどがあげられる。但し，ツミ，イソシギ，キセキレイ，サンショウクイ，ミソサザイに

ついては繁殖の可能性は否めない。それ故鹿児島県下のほかの地域の状況から考えてみると春季・

夏季に観察されたとしても稲尾岳の存在する位置的にも繁殖の確固たる証拠となる巣の発見，あ

るいは巣立ち直後の雛の確認をしていく必要がある。特にイソシギについては今のところ鹿児島

県での繁殖の記録の報告はないようである。ツミについては11月10日に少なくとも3羽を観察し

た。成鳥の雄，雌と思われる若鳥，幼鳥が観察され，30～40分に1度くらいの割合高い頻度で出

現した。その行動は立ち枯れした木の見晴らしのよい高い枝にとまって休み，あるいは上空を旋

回し，あるいは小鳥類を追って急降下するなどのものだった。大型ツグミを追って大きな羽音を

たてて飛ぶ姿も数回観察した。冬鳥として飛来すると考えられるものはハイタカ，コチドリ，イ

カルチドリ，ヤマシギ，キセキレイ，セグロセキレイ，ビンズイ，ジヨウビタキ，シロハラ，ツ
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グミ，ミヤマホオジロ，アオジである。コチドリについては鹿児島市では普通に繁殖しているの

で，大隅半島の砂質の海浜や河口で繁殖している可能性も高く，漂烏もしくは留鳥に含めるかは

議論の余地がある。旅烏として通過するものはキアシシギ，アカハラをここではあげておく。キ

アシシギは他のシギ科，チドリ科の鳥やサギ科，セキレイ科の鳥とともに花瀬で観察した。アカ

ハラは少数は越冬しているもののそのほとんどは本来の越冬地である東南アジアへ渡る途中で立

ち寄ったものであろう。

標識調査は11月10日のみ行い,12mの網を使用した。捕獲個体数は2個体と少ない。それぞれの

個体の計測値と特徴は別途，表2とその下の写真を参考にしていただきたい。アオジは雌の第1

回冬羽と思われる個体を，アカハラは成鳥と思われる個体をそれぞれ捕獲観察した。アオジは尾

羽の最外列の白が大きく付け根のまで入り込んではいないことや下面の黄色みが強いことなどか

ら日本産亜種の母726"zqSpodocep伽Z(zp"so"atαと考えられる。アカハラは日本で記録され

る可能性を考えると2亜種があげられる。アカハラ、"血Sc〃ｼsoJa邸ScルツsoZQzLsとオオアカ

ハラT.c.o戒であるが計測値で考えると前者早の可能性が強く，体色などから考えるとアカハラ

T.c.c九剛soIausであろうと考えられる。今回，捕獲できた烏類は,2種2羽と少ないものであっ

た。アオジは冬鳥として飛来し春に北帰行を始めるまでは稲尾岳周辺を生活の場とし，アカハラ

はさらに南下していったものと考える。

知りうる限り稲尾岳での鳥類調査の報告はされていないようで，今回の調査報告が同地でのも

のとしては初めてと考えられる。しかしながら調査の時期，回数は十分とはいえず，よって今回

観察された鳥類力稲尾岳で記録された鳥類のすべてであるが，今後調査を続けていけばもっと多

くの鳥類を観察できるものと思われる。
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表1－稲尾岳の鳥類リスト

コウノトリ目CICONIFORMES

サギ科Ardeidae

ゴイサギIVyctjco『α兀叩c伽oFa兀

ワシタカ目FALCONIFORMES

ワシタカ科Accipitridae

ハイタカAccjptt〃〃zs“

ツミAcc"ter､g〃α流s

キジ目CAI｣IJFORMES

キジ科Phaxianidae

コジュケイBa77z6LLsjcoJa肋or､αcjcq

※ヤマドリP/zqsjα"皿ssog""7ze〃加g〃

チドリ目CHARADRIIFORMES

チドリ科Charadriidae

コチドリαJαγα〃虹sd妨血s

イカルチドリCｿz”α〃虹spJczcZ血s

シギ科Scolopacidae

イソシギルZ"gαノzypolezJcos

キアシシギルj",gq6ﾉ'､eUJpes

※ヤマシギScoJOpa虻グ､"sticoJcz

ブッポウソウ目CORACIIFORMES

カワセミ科Alcedinidae

カワセミAJcedoα虻〃s

キツツキ目PICIFORMES

キツツキ科Picidae

アオゲラHcIJsQzUoIe〃α

コゲラDe"dr､ocopos/eZzulei

スズメ目PASSERIFORMES

セキレイ科Motacillidae

キセキレイMoMc〃αcmer､gα

ハクセキレイMoMc〃αα必α

セグロセキレイMotqcj"αg7，α"成s

ビンズイA"t加sIzocEsoIzZ

サンシヨウクイ科Campephagidae

サンショウクイPer､jc7､ocOMSα加αﾉ,､z“

ヒヨドリ科Pycnonotidae

ヒヨドリHjpsjperesα"z(zI"otZs

モズ科Laniidae

モズLα"虹sbucep加jus

d加α〃cα虹s
●
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カワガラス科Cinclidae

※カワガラスα"cIzLspa"as〃

ミソサザイ科Troglodytidae

ミソサザイルogIocMes"ogjodyres

ヒタキ科Muscicapidae

ジョウビタキⅣzoe"jcz"衛z4saz"､o”邸s

アカハラ、"故jscﾉ"ｼsoIa皿s

シロハラ""汝jspα"j血s

ツグミ""翅us〃αz"γzα""j

ウグイスα城α〔jip加凡g：

エナガ科Aegithalidae

エナガAFMzqZosc(zzJ血如s

シジュウカラ科Paridae

シジュウカラR"､ZJS77Z"O7､

ヤマガラHrusU鍛血s

メジロ科Zosteropidae

メジロZt)srerposj叩o"icq

ホオジロ科Emberizidae

ホオジロ勘γ16e"zczcioides

ミヤマホオジロ勘γz6"zqelegα"s

アオジ〃7zb"z(zspoct)cep加Jα

アトリ科Fringillidae

カワラヒワα"､dﾘe"ssMccz

ハタオリドリ科Ploceidae

スズメPqsse7-77zo"tα"座s

カラス科Corvidae

カケスGαγ､γ､"IzJsgZα"血沌us

ハシブトガラスの”邸smac7､oW"zcﾉZOS

表2－捕獲烏の測定結果（1996年11月10日）

種名
〃

性別･年齢 露出噴峰長 ふ瞭長 尾長

アオジ 1W 12．8 21．2 換羽中

アカハラ 早A 19．9 32．9 87．0

自然翼長 備考

70．0 尾翼外列の観察

122.0

1w;1stwintewの略。第1回冬羽。

表中の数字は単位はすべて(m)。なお、

め表中には「換羽中」と記載した。

A;adultの略。

アオジの尾長は換羽中のため測定不能だった。そのた
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10稲尾岳周辺の哺乳類

(1)はじめに

哺乳類の現地調査は稲尾岳（標高930m)を中心に田代町，佐多町，内之浦町の3町で行った。

また，稲尾岳とは少し離れているが，有明町の野井倉開田のトンネルでコウモリを調査した。

(2)調査期間および調査方法

調査期間は1996年8月～1997年1月の6ケ月間に実施した。

現地を歩きながら，動物の足跡，食痕，糞，巣穴，モグラトンネル等フィールドサインを探が

し記録する踏査法や地元の猟友会の人や動物に詳しい人に話を聞く聞き取り法で行った。

当初，調査地を稲尾岳にしぼり，8月8日登山道北口から頂上の稲尾神社まで約2kmの登山コー

スを中心に調査したがイノシシ，モグラ，テンのわずか3種類しか見つからなかった。そこで，

調査範囲を稲尾岳のすそ野まで広げ，特に佐多町を重点的に調査した。また，コウモリが生息す

る有明町の野井倉開田の用水路トンネルも調査した。

(3)

①

②

調査結果

食虫目INSECTIVORA

モグラ科Talpidae

モグラMog〃αuﾉog配炉α（写真-1)

今回調査したほとんどの地区の人家周辺，田畑，牧草

地や稲尾岳の山頂付近でもモグラ塚などが見られた。

また，ペットポトルを利用したモグラよけの風車もあ

ちこちで見られ，分布の広さを感じた。

写真－1土にもぐろうと

しているモグラ翼手目CHIROPTERA

キクガシラコウモリ科Rhinolophidae

キクガシラコウモリR〃"OJOp/ZZLSfe""meq""Z"7Z

ヒナコウモリ科Vespertilionidae

ユビナガコウモリMZ"Zopte/wsscIzr､gめ〃sZ

モモジロコウモリMyotisF7z(zcmdactyJzLs

有明町野井倉開田牛ケ迫取入口の用水路トンネ

ル（以下第1トンネルという）でコウモリを調査

した。

第1トンネルの高さは220cm,幅は240cm,長

さが175m,上流の端は菱田川から取水する取入

口になっていた。調査した時期は水は落とされて

いたのでトンネル内の歩行も容易であった。

1995年10月に調査したとき，キクガシラコウモ

リ，ユビナガコウモリ，モモジロコウモリの3種

写真－2飛翔するコウモリの群れ
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類のコウモリが大群をなし飛んでいた（写真－2)。

コウモリは岩盤が露出した部分の窪みに種毎に

集まる傾lbjがみられた（写真－3）。

ところが,1996年1月3日に第1トンネルを再

調査したところ，大群は見られず10数頭が岩の窪

みなどで冬眠しているのみであった（写真－4）。

1997年1月3日，再び調査したところ，前年よ

りさらに少なく第1トンネルではわずか4頭しか

見られなかった。

｜川じ用水路の下流にあるトンネルも調べたが冬

眠中のコウモリがまばらに見られる程度であった。

ただ，コウモリの数は少なかったが第5トンネ

ルのコンクリートの隙間で，右前腕にアルミ製の

標識を付けた個体が冬眠しているのが見つかった。

このコウモリはモモジロコウモリの雄で，標識

にはC-751と刻印されていた（写真-5)。

鹿児島経済大学の船越公威教授に問い合わせた

ところ，このC-751は船越教授が1995年7月12

1I,志布志町の片野洞窟でバンデイングされた個

体で，当時は幼獣であったことがわかった。

今呵の調査で野井倉開田の用水路トンネルは，

秋にはコウモリの大群の休息場所（ねぐら）とし

て利用していたが，冬は別の場所（洞窟等）で冬

眠するものと思われる。

灘灘
写真－5標識番号C-751のモモジロコウモリ
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写真－3キクガシラコウモリ

写真－4モモジロコウモリ

写真－6ユビナガコウモリ



③ 霊長目PRIMATES

オナガザル科Cercopithecidae

ニホンザルMacαcα/邸SCqm

ニホンザルは稲尾岳の北側にある田代町での生息は確認

できなかったが，南側の佐多町では辺塚から打詰，さらに

内之浦町にかけての県道74号線沿いに，ニホンザルの糞が

多く見られた。8～9月ころはイヌビワの果実を多量に食

べていることがわかった（写真－7)。

また，栗の実や，マテバシイの実などの食べかすも見ら

れた（写真－8)。

佐多町役場の話では島泊，大泊，竹之浦，郡辺塚，打

詰といった海岸に近いところに，それぞれ2～3群生息し

毎年ポンカンやタンカン，ビワ，サツマイモなど，農作物

に大きな被害がでているということであった（写真－9）。

「野猿に注意！」という看板が目を引いた（写真-10)。

強澤

ー 幸

写真－7二ホンザルの糞

〃
ｰ

砿1

，灘
‘儲
､ん,

I

写真8二ホンザルの食痕(栗の実）

勘
…

写真－9二ホンザルの群れ 写真－10看板

④ ウサギ目LAGOMORPHA

ウサギ科Leporidae

キュウシュウノウサギLepus〃αcﾉzyz〃邸s〃αc/zy"『zjs

稲尾岳の北側にある内之牧林道でウサギの糞や食痕が多

数見つかった。（写真-11,12)

9月はアザミ類を食べ，11月にはセイタカアワダチソウ

も食べていた。約1mのセイタカアワダチソウの茎が約30cm

の長さに食い切られその葉っぱを食べていた（写真-13)。

写真11ノウサギの食痕(アザミ）

写真-12ノウサギの糞塊写真-13ﾉｳｻ和食痕(ｾｲﾀｶｱﾜダﾁｿｳ）
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⑤

(6)

げっ歯目RODENTIA

ヤマネ科Gliridae

ヤマネαか邸j"sノ叩o/zZczLs

現地調査では確認できなかったが，佐多町大中尾の野嶽澄雄氏からネズミのようなリ

スに似た動物を見たという情報がよせられた。

およそ10年前の5月，辺塚から田代に抜ける峠付近の国有林で伐採作業をしていたと

ころ体長が1Ocmぐらい，背中に黒い線があり，尾はふさふさとしていた。動作は鈍く容

易に捕まえることができ，放したところ，ゆっくりした動作で樹林に消えたという。

このような状況や動物の特徴から本種はヤマネであったと思われる。

リス科Sciuridae

ムササビPαα"両s"Je"Cge"ys

夜行性なので姿はなかなか見ることができないが，地元の

人の話しでは鳴き声は良く聞くという。最近は山に樹洞が少

なく住宅難のためか，民家の屋根裏で子育てをする例がみら

れる（写真-14)。

食肉目CARNIVORA
写真-14屋根裏のムササビ

イヌ科Canidae

タヌキjVy"""tesprocyo/zoZdes

内之牧林道で雨上がりの泥の上に足跡があった（写真-15)。

佐多町大中尾の猟師，浜田勇二氏によると，毛皮の需要がなく

なり捕獲しなくなったので，最近はタヌキが増えているというこ

とであった。

キツネV"jpesU"jpes
7

佐多町馬籠では1995年の夏から秋にかけ3体の死体が見つかつ写真-15タヌキの足跡

ている。この地区では今でも時々キツネの姿を見かけるということであった。

イタチ科Mustelidae

テンMα〃esmelamp"s

内之牧林道などでテンの糞を観察した。糞は林道のほぼ中央で多く見られた。

8月の糞は昆虫類が主体であったが,11月の糞には果実も混じっていた（写真-16)。

8月30日，佐多町経済課の永吉敏春氏から，同町烏賊浦で見つかった死体を提供いた

だき計測した（写真-17)。

この個体は雌の成獣で頭胴長45cm,尾長25cm,体重1,3009であった。毛色は黒っぽく

すす色をしていた。
。？、“…‐Kiﾘ1"騒ぎ一癖識鞠！

元テンの猟をしていた浜田

勇二氏によると，この地方に

は毛色がスス色をしたものと，

黄色をしたものの2種類のテ

ンがいるという。

写真－16テンの糞

－144－

写真－17テンの死体



⑦

ニッポンアナグマMGJesmelesa凡α肉邸、α

今回はフィールドサインを見つけることが出来なかったが，浜田勇三氏によればタヌ

キと同じくらいアナグマも増えているということであった。

偶蹄目ARTIODACTYLA

イノシシ科Suidae

ニホンイノシシSILssc'･q/(zIeucomysta妬

イノシシの足跡やヌタ場などフィールドサインは

稲尾岳をはじめ多くの場所で見られた。

8月8日朝，稲尾岳登山道北口のある内之牧林道

で親子連れの2頭が歩いているのを確認した。イノ

シシの生息数は比較的多いと思われた。

毎年有害獣として駆除されており，鹿児島県鳥獣

統計によると，平成7年度は内之浦，田代，佐多の写真－18親子づれのイノシシ

3町だけで46個体のイノシシが捕獲されている。
－－~~~~~

シ力科Cervidae

キュウシュウジカC"ひ哩S"ZppO凡凡zppo"

浜田勇三氏によると，シカは佐多町大中尾周辺の

川北とか四谷に生息しており,1996年の秋も3頭連

れの雌を見ている。また，浜田氏は以前，この地区

でシカを数頭捕獲している。数は少ないが佐多町大

中尾周辺にシカが生息していることがわかった。な

お，稲尾岳周辺の他の地区ではシカの情報はほとん

ど無かった。 写真－19袋角の雄ジカ(6月）

(5)まとめ

今回の調査では7目11科14種の哺乳類が確認された。そのうちニホンザル，イノシシ，ノウサ

ギは数が多く，農作物を荒らす害獣とされる傾向にあり，人との共存の難しさを感じた。ただ，

地元の人たちもこれらの動物の絶滅は望んでおらず，共存する良い方法はないか模索しておられ

たことに救いを感じた。

謝辞：今回の調査で，鹿児島経済大学の船越公威教授にはコウモリ類の同定をしていただき大変

お世話になった。また，いろいろと貴重な情報をよせて頂いた，佐多町経済課の永吉敏春氏や大

中尾の浜田勇三氏，野嶽澄雄氏に感謝するとともに，聞き取り調査に快く応じてくださった地元

の人々にも心から感謝申しあげる。
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